

· 手作りなので、間違ってるかもしれませんｗ。
(;￢д￢) あやしいと思ったら、本物のテキスト見てくださいねっ！！

あくまでも参考程度にお使いください。
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１．海上衝突予防法（一般法）
（１）視野のうちにある（おたがいの船が見える）
    ・十分に早い時期に他船を避ける
    ・操船信号を行う。（●）      ※  ●（右）、●●（左）、●●●（機関を後進）
（２）狭い水道等の航法
    ・狭い水道とは、水道または航路筋をさす。
      安全に他の船舶を追い越す事が出来ない時、追い越し信号を行う。（　　　　●）
      それを聞いた追い越される船は、同意信号を行わなければならない。（　　●　　 ●）
    ・２０メートル未満の船舶は、狭い水道等の内側でなければ安全に航行することが出来ない他の船舶を避けなければならない。
    ・動力船は、帆船の進路を避けなければならない。
    ・動力船は、漁ろうに従事する船舶を避けなければならない。
      ※優先順位  １．操縦性能制限船・運転不自由船が優先
                  ２．漁ろうに従事する船
                  ３．帆船
                  ４．動力船
    ・やむを得ない場合を除きびょう泊してはならない。
（３）行き会い船の航法
    ・２船が互いに行き会い衝突の恐れがあるとき、右に転舵しなければいけない。
    ・同時に操船信号を行う。（●）
（４）安全な速力
    ・他船との衝突を避けることが出来る速力
（５）速力の決定
    ・視界の状態
    ・混み具合
    ・自船の操縦性能
（６）疑問信号
    　（● ● ● ● ●）・・・以上（５回以上）
      ※急速に行う。
（６）灯火および形象物
    ・灯火（５種類＋１種類）
      Ａ．５０ｍ以上の船舶
          前部マスト灯・左げん灯（紅）・右げん灯（緑）・後部マスト灯・船尾灯
      Ｂ．２０ｍ以上５０ｍ未満
          マスト灯・左げん灯（紅）・右げん灯（緑）・船尾灯
      Ｃ．２０ｍ未満
          前部マスト灯・両色灯・船尾灯
      Ｄ．１２ｍ未満
          両色灯・マスト灯（全周）
      Ｅ．７ｍ未満７ノット未満
          マスト灯（全周）   ※なるべくげん灯を付ける
      Ｆ．２０ｍ未満の帆船
          ３色灯（紅・緑・白）
    ・形象物
      すべて黒
      Ａ．２０ｍ未満で、機関を併用している帆船
          下向きの円すい形
（７）種類別の灯火および形象物（７種類）
	種類
	灯火
	形象物（上から）

	えい航中の船舶

	黄色の船尾灯
白色の船尾灯
	船尾から引かれる船の合計が２００ｍを超える場合のみ
ひし形

	喫水制限船
	紅色の全周灯
紅色の全周灯
紅色の全周灯
	円筒形

	運転不自由船
	紅色の全周灯
紅色の全周灯
	球形
球形

	びょう泊
	前部マスト（全周）
後部マスト（全周）
	球形

	魚ろう中の船舶
	トロール船
  緑色のマスト灯
  白色のマスト灯
トロール以外
  紅色のマスト灯
  白色のマスト灯
	つづみ型
漁具を１５０ｍを超える長さで出している時はその方向に
円すい形

	操縦性能制限船
	紅色の全周灯
白色の全周灯
紅色の全周灯
	球形
ひし形
球形

	乗り上げ船
	前部マスト（全周）
紅色の全周灯
紅色の全周灯
後部マスト（全周）
	球形
球形
球形


（８）濃霧信号（５種類）
	種類
	信号

	動力船   対水速力有り
         対水速力なし
	      ２分をこえない

          ２分をこえない

	びょう泊中の船舶
（１００m未満の動力船）
	急速な号鐘
ＸＸＸ  １分をこえない  ＸＸＸ

	１２m未満の船舶
（航行中・びょう泊中問わない）
	有効な音響信号（汽笛・サイレン・鐘）
～～～　２分をこえない  ～～～

	喫水制限船
運転不自由船
操縦性能制限船
（びょう泊中含む）
漁ろうに従事する船
（びょう泊中含む）
帆船
引き船
押し船
	● ●  ２分をこえない      ● ●

	引かれ船
	● ● ●  ２分をこえない      ● ● ●


２．海上交通安全法（特別法）
（１）適用海域
    Ａ．東京湾
      ・浦賀水道航路
      ・中瀬航路
    Ｂ．伊勢湾
      ・伊良湖水道航路
    Ｃ．瀬戸内海
      ・明石海峡航路
      ・来島海峡航路
        など（１１個所）
（２）用語の意味
    Ａ．船舶
        水上輸送に共する船舟（動力船・巨大船（２００m以上））
    Ｂ．魚ろう船等
        船舶以外の船すべて
        ・運転不自由船・操縦性能制限船・漁ろうに従事する船・喫水制限船・帆船（※）
（３）航路航行義務船
    ・長さ５０ｍ以上の船舶は航路によって航行しなければならない。
（４）速力制限
    ・横断する場合を除き速力１２ノット
（５）航路
    ・基本的に右側航行
（６）禁止事項
    ・びょう泊の禁止
（７）２船間の一般航法
    ・基本的に航路内優先
    ・ただし、漁ろう船等が航路を横切る時は、漁ろう船等が優先となる。（帆船は含まない）
      ※巨大船は、漁ろう船等より優先になる
（８）追い越し船の航法
    ・追い越す船は、追い越し信号を行う（    ●）      ※  ●（右）、●●（左）
      ※応答信号は要らない。
（９）灯火および形象物（４種類）
	種類
	灯火
	形象物（上から）

	巨大船
２００ｍ以上の船舶
	緑色のせん光灯
毎分１８０～２００
	黒色の円筒形
黒色の円筒形

	危険物積載船
	紅色のせん光灯
毎分１２０～１４０
	第一代表旗
Ｂ旗（赤）

	緊急用務船
	紅色のせん光灯
毎分１８０～２００
	紅色の円すい形

	工事作業に従事する船
	緑色の全周灯
緑色の全周灯
	白色のひし形
紅色の球形
紅色の球形


３．港則法（特別法）
（１）用語の意味
    ・雑種船
      汽艇（交通艇）、はしけ、端舟、ろかい
    ・特定港
      喫水の深い船舶が出入りできる港
      外国船が常時出入りする港
      港長がいる
（２）航路義務船
      雑種船以外の船舶
      雑種船は雑種船以外の船舶の進路を避けなければならない
（３）航路内の禁止事項
    ・並列走行
    ・追い越し
      ※せまい為
    ・とうびょう、えい航を放すことの禁止
      ※漁具を引き上げているときは、とうびょうとみなされ禁止である。
    ・帆船は帆をとじなければいけない。
（４）安全な速力
    ・他船に危険をおよぼさない速力
（５）港長の許可
    ・ボート競争するときは、許可を得る
    ・港内作業などをするとき。（形象物の掲揚や、法定灯火を行う）
（６）数字旗の掲揚
    ・特定港内で小型船および雑種船以外の船舶は、数字旗の１を掲揚する。
      ※小型船とは、２０トン未満の船舶をさす。
（７）法定灯火
    ・７m未満の帆船および雑種船は、携帯電灯および、点火した白灯を付けなければいけない。
（８）航路内では、右側航行が原則である
      ※航路内で他の船舶と行き会う場合は、右側を航行する。
（９）火災警報
      （                    ）
      ※警報を行うものが見やすいところに警報の方法を表示する。
      （国際旗の本なども置いておく）
４．船舶職員法
（１）船舶に乗る人の為の法律
      海技免状（氏名・本籍）
      ※訂正が有れば申請する
５．船舶安全法
（１）船舶が安全であるように定めた法律
      日本小型船舶検査機構と運輸大臣が指定する都道府県知事は、２０t未満の船舶とその所要の施設の検査を行う。
    Ａ．定期検査
      ・５年に１回または６年に１回
        ※船舶を購入した時にも行う
    Ｂ．中間検査
      ・３年に１回（定期検査の中間に有る検査）
      ・信号紅炎は定期検査・中間検査の都度交換する。（３年）
    Ｃ．臨時検査
      ・船の用途、機関の変更、最大搭載人員などの変更をした時。
    Ｄ．臨時航行検査
      ・定期検査を行っていない船舶を臨時に航海させるときに行う。
（２）検査終了
    Ａ．船舶検査証書
        航行区域・最大搭載人員が記載されている
    Ｂ．船舶検査手帳
        次の検査時期
    Ｃ．船舶検査済票
        船の両げんで見やすいところに貼り付ける。
６．船舶法
（１）船舶の範囲・特権・登録トン数を定めた法律
    Ａ．範囲
      ・日本人が所有する船すべて
    Ｂ．特権
      ・特定港の出入りが出来る
      ・開港、不開港に関係なく入港できる
      ・国際旗を掲揚することが出来る（日の丸）
    Ｃ．登録トン数
      ・２０ｔ以上の船舶は、地方運輸局に登録する
      ・５ｔ以上２０ｔ未満の船舶は、都道府県知事に届け出をする
７．船員法
（１）船舶に乗る人の規律
    ・陸上の労働基準法と同じ
８．海難審判法
（１）海難の原因あきらかにしその防止に勤める法律
    Ａ．戒告
    Ｂ．業務の停止
    Ｃ．免許の取消
９．海洋汚染および海上災害における規律
（１）１万メートル以内のバラスト廃棄の禁止
      ※船舶修理事業とは無関係
１０．検疫法
（１）外国船の病原体の進入を防止する
１１．海上安全指導員制度
（１）小型船舶安全協会員の中から、管轄海上保安部により任命される。
         （民間人）
（２）安全パトロール
    ・漁船を除く小型船舶に対し安全指導を行う。
    ・パトロール旗を掲揚する。
１２．標の種類
（１）陸・島・岬（灯台・灯柱・陸標）
    Ａ．灯台
        光を発し形は塔状
    Ｂ．灯柱
        光を発し形は柱状
    Ｃ．陸標
        光を発しない
（２）陸・島・岬（導標・立標）
    Ａ．導灯
        陸上に有りその重視線が安全航行水域で、光を発する
    Ｂ．導標
        陸上に有りその重視線が安全航行水域で、光を発しない
（３）海上に立っている標（立標・灯標）
    Ａ．灯標
        光を発する
    Ｂ．立標
        光を発しない
（４）海底からつながれ、海上に浮いている標（浮標・灯浮標）
    Ａ．灯浮標
        光を発する
    Ｂ．浮標
        光を発しない
（５）灯質（６種類）
	記号
	種類
	特徴

	Ｆ
	不動光
	

	ＦＬ
	単せん光
	

	ＦＬ（３）
	群せん光
	

	ＯＣ
	単明暗光
	明間が暗間より長い

	ＩＳＯ
	等明暗光
	

	ＡＬ
	不動互光
	


（６）光達距離
    ・平均水面上５mの基準の眼高から算出したもの
      ※Ｍ（マイル）であらわされる。
１３．天気図
（１）高気圧（４種類）
      ※下降気流
      ※時計周りに風を吹き出す。
    Ａ．温暖高気圧
      ・夏に多く現れる
      ・小笠原方面からくる小笠原高気圧
    Ｂ．寒冷高気圧
      ・冬に多く現れる
      ・シベリア方面からくるシベリア高気圧
      ・三寒四温
        冬の間に３日寒く、４日暖かい現象（シベリア高気圧の影響である）
    Ｃ．移動性高気圧
      ・春や秋に現れる
      ・一般的に偏西風の影響で、西から東に移動する。
      ・北東がわは、天気が良く南西側は、天気が不安定
      ・小春日和
        冬の暖かい日（移動性高気圧の影響である）
    Ｄ．オホーツク海高気圧
      ・６・７月頃の停滞前線は、オホーツク海側の高気圧と小笠原高気圧の影響である
（２）低気圧（３種類）
      ※上昇気流
      ※半時計周りに風を吹き込む。
    Ａ．熱帯低気圧
      ・南洋方面から現れる
      ・中心の風速が１７ｍ以上のものを台風と呼ぶ
      ・バイスバロットの法則
        風を背中に受け左手を２・３０度前に出した所が、台風の目になる。（低気圧の中心）
    Ｂ．温帯低気圧
      ・シベリア・中国地方から現れる
      ・西から東へ移動する
      ・温暖前線・寒冷前線を伴うことが多い
     Ｃ．東シナ海低気圧
      ・２月ごろ東シナ海がわに現れる温帯低気圧
      ・春一番
        春先に東シナ海（温帯低気圧）の影響で強く吹く風
（３）前線（４種類）
    Ａ．温暖前線
      ・暖気団が寒気団の上に這い上がって出来た前線
      ・うすい層状の雲が出来る
      ・しとしと地雨が降る（長時間）
      ・通過後気温が上がる
    Ｂ．寒冷前線
      ・寒気団が暖気団の下に潜って出来た前線
      ・積乱雲・雷曇が発生する
      ・にわか雨が降る
      ・突風を伴う（三角波が起きる）
      ・通過後南の風が西の風に変わる
      ・通過後気温が下がる
    Ｃ．停滞前線
      ・６・７月頃にオホーツク海高気圧と小笠原高気圧の勢力が同じで、低気圧が停滞する。
    Ｄ．閉塞前線
      ・温暖前線に、寒冷前線が追いついて出来る
        ※寒冷前線のスピードが速い為
      ・次第に閉塞していく。
（４）気圧配置
    ・冬
      西高東低   ※等圧線が南北に書かれることが多い
      北よりの風（強い）
    ・夏
      南高東低
      南よりの風（あまり強くない）
（５）温度
      摂氏
（６）気圧計
      アネロイド気圧計
（７）風力
      気象庁風力階級（ビューフォート風力階級０～１２の１３段階）
（８）風速
      １秒間に空気の流れる距離  ※１０分間の平均
（９）雲量
      ０～９の１０段階
１４．機関
（１）燃料系統の流れ
    Ａ．燃料タンク
    Ｂ．燃料こし機
      ・燃料の不純物をこす
    Ｃ．燃料ポンプ
    Ｄ．キャブレータ
      ・空気と燃料の混合気を作る
    Ｅ．吸気マニホールド
      ・混合気を各シリンダに送る
    Ｆ．シリンダ
      ・ピストンにより、動力を発生される。
      ・縦の力を回転運動に変える。
（２）シリンダ内の名称（電気点火機関）
    Ａ．吸気弁・排気弁
    Ｂ．点火プラグ
      ・点火コイルにより高電圧を発生させ、点火プラグで混合気に発火させる。
    Ｃ．ピストン
      ・ピストン上部には、ピストンリングが付いている。
        ※シリンダの隙間をなくす。
    Ｄ．連接棒
    Ｅ．クランク軸
    Ｆ．はずみ車
        力を貯え回転を滑らかにする。
    Ｇ．カム軸
      ・吸気弁・排気弁を閉開する。
    Ｈ．オイルパン
      ・シリンダ内の軸などの摩擦や発熱を防ぐエンジンオイルが入っている。
        ※機密を高める為でもある。
（３）各部名称
    Ａ．点火コイル
      ・一次コイル
      ・鉄心
      ・二次コイル
    Ｂ．ディストリビュータ
      ・点火コイルで発生した高電圧を点火プラグに順序良く配電する。
        ※４サイクル  １－３－４－２
        ※６サイクル  １－５－３－６－２－４
１５．船舶概要
（１）貨物や漁獲物を入れる所を「ホールド」（船倉）という。
（２）ホールドの入口は「ハッチ」（船口）という。
    ※荷役設備「カーゴウィンチ」が横に付いている。
（３）係船具や救命具を入れる所を「ストア」（倉庫）という。
１６．航海
（１）ドリフト（海流が原因）
（２）リーウェイ（風が原因）
１７．計算問題
（１）１２ノットのＡ船と８ノットのＢ船が互いに行き会う時、１分間で何ｍ近づくか。
ヒント
      ※行き会うまでの距離のときは、速さ（ノット）をたして計算する。
（２）Ａ地点からＢ地点まで９８海里のところを１６ノットの船甲船はＡから出発し、１２ノットの乙船は、Ｂから出発し両船がで会うまでの時間は？
ヒント
      ※行き会うまでの時間のときは、速さ（ノット）をたして計算する。
（３）４８海里のところを行きは１６ノットで帰りは８ノットで航行した平均速力は？
ヒント
      ※平均速力は、行きと帰りの時間をたして計算する。２倍の海里を割る
（４）混合比が１００：２５の燃料を２０リットル作るには不凍液は何リットル必要か？
ヒント
      ※２０リットル作るというのは、合わせてということなので、引っかからないように！
答え
（１）6１７ｍ （２）３．５時間 （３）１０．６ノット （４）４リットル
※Ａノットの１秒間の進む距離は、１／２Ａメートルになる。
例）１２ノットとすると、１秒間に６メートル進むことになる。
喫水制限船


安全な航路を妨げない





５０ｍ未満の船舶は後部マスト灯はいらない。
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